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滋賀県出土の f丸石J研究ノート

1 .はじめに

「丸石Jという遺物をご存じだろうか。長野県・山梨県
の境界にそびえる八ヶ岳の山麓には，縄文時代の遺跡が多

数分布しているが，それらの遺跡を中心に出土することが

あるという，文字通り丸い石のことである。ただし，後述

するように，実用品とは思えないほどの大きさと重さがあ

るものが多く，祭記遺物ではないかと推測されている。

滋賀県内では，これまでに{丸石Jの出土事例は報告さ
れていなかったが，筆者はかつて磨石として報告された彦

根市六反出遺跡と大津市穴太遺跡から出土した石器が.r丸
石jではないかと考えるに至った。本稿の目的は，これら

を紹介し. r丸石Jが滋賀県内でも出土する可能性を指摘
することにある。

2.筆者の「丸石J認識の経緯
最初の f丸石Jの認識筆者が「丸石Jを始めて認識した
のは，平成24年 (2012)12月に大阪府立弥生文化博物館

で開催されていた特別展『縄文の世界像一八ヶ岳山麓の恵

み一』を見学した折である。展示されていた「丸石Jは，
長野県諏訪郡富士見町大花遺跡から出土したもので，長軸

約27cmの卵形を呈したものであった(園2)。展示図録(大

阪府立弥生文化博物館2012)には. r八ヶ岳山麓の縄文遺
跡からひとかかえもある丸い石が出土する。この地域に特

有のもので. r丸石Jと呼ばれる。実用品とは考えにくく，
まつりに関係する遺物とされる。前期から出現するが，こ

のときは住居外から出土する。中期になり竪穴住居の中か

ら出土するようになり，晩期の配石遺構の中にもみられ

る。jとの記述 (22頁)があり，北社市社口遺跡の「炉に

詰められた丸石Jの写真 (23頁)も掲載されている。
筆者は「丸石Jという遺物をそれまでに認識したことが
なかったし，かつ. r丸石Jを見た記憶も，学生時代より
八ヶ岳山麓の各展示施設を見学したことも何度かあったに

もかかわらず，まったくなかった。試しに，いま手許にあ

る八ヶ岳山麓に立地する遺跡の発掘調査報告書(小林ほか

1988.小松ほか2004など)を読み返してみると，確かに「丸

石Jや「玉石jなどと表記された，ひとかかえもある磨石
状の遺物が掲載されているのを確認することができる。

滋賀県内での「丸石jの認識① 弥生文化博物館特別展を

見学してまもなく，当協会が実施した彦根市六反田遺跡の

発掘調査で出土した. r丸石Jと考えられる石器の存在を，
調査担当者である堀真人民から教えられ，実見することが

あった(歯 5)。発掘調査の状況やこの石器の詳細につい
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ては，後述したい。

この時には. 1週間ほどと時を置かずして類似した遺物

を知ることができたものの. r八ヶ岳山麓と同様の遺物が
滋賀県内でも出土しているのかJ程度の認識しかなく，そ
れ以上考えが深まることもなかった。そして. r丸石jに
ついて検討せずに，そのまま3年間が過ぎることとなって

しまった。

滋賀県内での「丸石」の認識②平成27年8月，大津市埋

蔵文化財調査センターにおいて開催されていた企画展示

『大津の縄文時代jを見学する機会を得た。滋賀県南部に

位置する大津市域は，開発の頻度が比較的多いという状況

も手伝ってか，県内でもとくに縄文時代の遺跡が数多く見

つかっているし，さらに，多くの成果が上がった著名な遺

跡も少なくない。

この企画展示では. 5遺跡を時期ごとに，すなわち真野

遺跡(早期)・雄琴段々遺跡(前期)・粟津湖底遺跡(中期)・

穴太遺跡(後期)・滋賀里遺跡(晩期)を選び出じ，それ

ぞれ代表的な遺物を抽出して展示構成がなされていた。こ

れらのうち，真野遺跡・雄琴段々遺跡・滋賀里遺跡は大津

市教育委員会が実施した発掘調査の成果が，粟津湖底遺跡・

穴太遺跡は滋賀県教育委員会および当協会が実施した発掘

調査の成果が渓示されていた。「丸石jと考えられる石器

は穴太遺跡の出土遺物に含まれていた(図 8) のだが，こ

ちらもたびたび調査報告書を開いているにもかかわらず，

まったく認識していなかった。出土した発掘調査やこの石

器の詳細についても後述したい。

筆者は，これらの「丸石Jと考えられる石器の存在を認
識したことにより，滋賀県内でも，これまでに認識・報告

されていないだけで，実際には f丸石jが出土している可

能性があるのではないかと思い至ったのである。

次章では，筆者が確認した2つの{丸石jと考えられる

石器とその遺物が出土した遺跡およびその発掘調査につい

て，異体的に見ていくこととしたい。

3.滋賀県出土の f丸石Jの事例報告
彦根市六反田遺跡出土の「丸石j 六反田遺跡は，彦根市

宮田町・鳥居本町に所在し，古墳時代から平安時代にかけ

ての散布地として周知されていた(滋賀県教育委員会

2011)。東部を山地に，北を琵琶湖の内湖(地理学的にい

う潟湖・ラグーン)の lつである旧入江内湖(戦中・戦後

に揚水で干拓されて現在は陸地化)に屈まれた平野部に立

地する。この平野部は，東側の山地から流れ出す矢倉JIIの
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図1 彦根市六皮殴遺跡・大津市穴太遺跡 位置図

臼本海

図2 長野県諏訪郡富士見町大花遺跡出土丸石
(大阪府立弥生文化博物館2012)

表1
六&:83遺跡
(彦根市宮田町)

j巴濫涼(/日入江内湖まで
遺跡の立地

約1.5k盟)

遺跡の性格集務

溜セ時代中期末~後期前

一竺且
河道南の青灰色粗砂層

出土状況
(堆積は古代)

扇球形，長軸約22.Ocm • 
形状・法最

短車由約16.2cm

磨石

全面に磨り自
11. Okg 

流紋デイサイト

穴太遺跡

(大津市穴太罰T)

扇状地(琵琶湖まで約

O.5km) 

集落

縄文時代後期後葉

配石遺構2の配石

属球形，長軸約18.0cm• 
短軸約12.8c血

磨石

全面に磨り自
6.0kg 

花関岩

出土遺跡

長野県

(S=l・2，000，000)

図3 滋賀察内 f丸右J出土遺跡と八ヶ岳の位置

ワム
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堆積作用で形成された扇状地および氾濫原・後背湿地から

なり，小盆地状の地形を呈している。旧地形を推定復元し

てみると，六反田遺跡の東側に近接して流れる小野川と矢

倉川の合流地点付近に立地していたと考えられる。近接し

て立地する縄文時代遺跡としては，米原市入江内湖遺跡や

彦根市松原内湖遺跡などがある。北方にある!日入江内湖ま

での距離は約1.5kmである(図4)。

六反田遺跡の発掘調査は，平成19・20年度に，中山間

地域総合整備事業に伴い，滋賀県教育委員会を調査主体，

当協会を調査機関として実施し. 2冊の調査報告書を刊行

している。六反田遺跡における縄文時代の成果というと，

平成20年度調査(瀬口2013)の方が，比較的よく知られ

ているといえよう。この調査では，縄文時代後期後葉の堅

果類貯蔵穴群と土偶 l点，問晩期中葉の土器棺墓群などを

検出し，多くの成果が上がっている。しかし，平成19年度

発掘調査でも，縄文時代後期前葉の遺構を検出していて，

遺物には縄文時代中期末のものも含まれる。以上のことか

ら，縄文時代の六反田遺跡は，後期段階の集落と晩期段階

の墓地とすることができよう。

「丸石Jと考えられる石器が出土したのは，平成19年度
に調査を実施したT6の河)JI跡:両道南(幅10.0~ 18.0m' 

深さ0.6~ l.1 m) の4~6区で検出した青灰色粗砂層であ

る(園 6.堀2013)。遺構面は地表下約0.5mで検出され，

検出高は標高92.7m前後である。

河道南は，出土遺物から 6世紀後半から10世紀代にかけ

て機能していたと想定されているが，その中心時期は8世

紀中頃と考えられている。青灰色粗砂層からは数多くの遺

物が出土しているが，土器の大半が古代の須恵器・土師器

である。したがって. 1丸石Jには縄文土器の共伴がやj然

とせず，厳密には縄文時代の遺物と判断することは難しい。

ただし，河道南には，縄文時代の遺物しか出土していない

第3層群があったり，そのほかの痛からも少数ながら縄文

時代の遺物が出土したりしている。これらの層から紛れ込

んだ可能性と合わせて，そもそも古代の遺物とは考えにく

いこともあり，報告書で示しているように，状況的には縄

文時代の遺物と考えて差し支えないと考えている。

「丸石jと考えられる石器(閤 5.報告書掲載図156

1990)は，調査報告書の本文では「流紋デイサイトで全

面が平滑で，ボールのような形状であるJ(219頁)との

記述があるものの，器種については触れられていない。し

かし，巻末の遺物観察表には，出土地点:TふM8区，器種:

磨石，重量:11.000 g (ニ 11.0kg) と記載されている。

掲載された実測図 (218頁)を測ると，平面形は長軸22.8cm'

短軸21.9cmのほぼ円に近い楕円形であり，厚さ16.2cmを計

る。すなわち，長軸約22.3cm'短軸16.2cmの扇球形といえ

る。断面図に人工的な磨り日を持つ表現がなされているこ

とを合わせて考えてみても，この石器を「全面が平滑Jな
磨石として報告者は判断していることがわかる。

河道南から出土した縄文時代遺物の大半は第3層群から出

土していることから，掲載番号1990の石器の所属時期は，

間層群から出土した縄文土器の時期である縄文時代中期末

(北白)flC式)から後期前葉(北白川上層式2期)にかけて

のいずれかと考えることが最も妥当であろう。ただし，そ

のほかの層から晩期後半の凸帯文土器が少量出土している

ことから，その時期である可能性もなくはないといえる。

大津市穴太遺跡出土の「丸石j 穴太遺跡は，大津市穴太

田Tほかに所在し，縄文時代から平安時代にかけての集落跡・

寺院跡・瓦窯跡として周知されている(滋賀県教育委員会

2010)。比叡山地から流れ出る，流長が約6.0kmと短い四

ツ谷川が形成した扇状地に立地する。近接して立地する縄

文時代遺跡としては，大津市滋賀里遺跡などがある。東方

に位置する琵琶湖まで、の距離は約0.5kmである(図7)。

穴太遺跡の発掘調査は，昭和56年度から平成3年度にか

けて，国道161号(西大津バイパス)建設事業に伴い，滋

賀県教育委員会を調査主体，当協会を調査機関として実施

し. 4冊の調査報告書が刊行されている。古代寺院[穴太

廃寺Jの伽藍配置が良好な残存状態で検出されていること
が特筆され，その一部は国史跡に指定されている。縄文時

代の主な調査成果としては，後期後葉の竪穴住居・配石遺

構・貯蔵穴などや，晩期後葉(凸帯文土器)の土器棺墓群

などがある。そのほかにも，大津市教育委員会によって，

複数次の発掘調査が実施されているが，縄文時代について

はほぼ伺様の成果があがっている。以上のことから，縄文

時代の穴太遺跡は，六反田遺跡同様に後期段階の集落と晩

期段階の墓地とすることができよう。

f丸石jと考えられる石器が出土したのは，昭和58年度

に実施したA地区FC区第4遺構簡の配石遺構2である(仲

)111997)。このA地区は. 1比叡山から洪水・土石流の度に

流出してくる花関岩パイラン層による堆積Jにより，地表
下約4.0mに埋没していたという。検出高は標高87.3m前

後である。

配石遺構2は拳大~人頭大の円磯を幅0.3m'2段のコ

の字状に配したもので，その規模は，検出部分は縦3.6m'

横2.8mを測るが，一部が調査区外に伸びるため全形は不

明である。出土した土器から，本遺構の形成時期は，縄文

時代後期後葉(元住吉山E式)と考えられる(図的。

f丸石jと考えられる石器(図 8.報告書掲載図147-

95)は，調査報告書に出土状況は記載されてはいないもの

の，その形状から，コの字状に配された「拳大~人頭大の

円喋Jの1つではないかと推測している。調査報告書の本
文では， 183 ~ 98.敵き石・磨り石。出石のような小孔

が穿たれていないもの，断面が扇球形，球形を呈するもの

である。全面摩耗痕があるもの，片面のみ摩耗痕があるも

のがあるJ(114貰)と記載されるのみであり.95をはじ
め個々についての説明はない。しかし，巻末の遺物観察表

には，器種:磨石，形状:磨り聞のみ，長さ:18.0cm.最大中高:

3-
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臨4 六反自遺跡位置函(・が出土地点)
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図5 六反自遺跡出土「丸石j実測図(堀2013)
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図6 六反田遺跡 F丸石J出土 T6河道南実測図(堀 2013)
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10c問。

穴太遺跡出土「丸石j実測図(仲1111997) 穴太遺跡位童図(・が出土地点) 図8国7
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18.1crn，厚さ:12.8crn，重量6，000g (= 6.0kg)，石材:花

街岩と記載されている。このことから，形状は長軸約18.0

crn・短軸12.8crnの扇球形で、あり，断逝図に人工的な磨り目

を持つ表現がなされていることを合わせて考えてみても，

全面に磨面を持つ磨石として報告者は判断していることが

わかる。

この「丸石jの所属時期は，配石遺構2の形成時期であ

る縄文時代後期後葉(元住吉山E式)とすることができる。

4.若干の検討(表1) 

2つの「丸石」の特徴以上を踏まえて， 2例の「丸石J
と考えられる遺物が出土した遺跡およびそのものの特徴を

表にまとめた(表1)。

遺跡の性格などは類似する部分が多いものの，時期や「丸

石Jの出土状況は異なる。一方，そのものの特徴では，扇
球形状や全面に人工的な磨り面と思われる平滑商を持って

「療石」として報告されている点は共通するものの，法量・

重量・石材などは異なる。

ここで問題となるのは，これらの法量・重量を持つ，全

面に平滑簡を持つ丹磯が磨石として機能しうるのか，とい

う点にあると考える。磨石は，石皿とセットで木の実など

をすり潰す用途が想定されている石器である。その法最に

ついては，磨る(する)あるいは戴く(たたく)という機

能によって区別される磁石(たたきいし)とともに， r人
間の手に保持することによって機能する機状の資料J(町
田2000，283頁)とするのが筆者は妥当と考えている。す

なわち，遺跡の発掘調査で出土した場合は，成人が片手で

保持して使用できるようなサイズと重量を持つものを，基

本的に磨石として認定することにしている。したがって，

たとえ全面に磨り面がみられる円磯であったとしても， r人
間の手に保持することJが不可能なものについては，磨石
として使用はできないと考える。

今一つの問題点としては，そもそもこれが遺物なのか，

という点がある。この問題点については，六反田遺跡周辺

の遺跡(彦根市松原内湖遺跡・同佐和山城跡・米原市入江

内湖遺跡)の発掘調査を実施したことがある経験上，筆者

がもし六反田遺跡の発掘調査を担当したとしても，このよ

うな遺物が出土すれば，間違いなく遺物として取り上げる

だろう。すなわち，チャートの岩盤で構成される独立山塊

である佐和山丘陵の周顕に位置するこれらの遺跡では，発

掘調査で見つかる撲の多くはチャート角磯であり，それ以

外のもの(とくに円磯)は，意図的に持ち込まれた可能性

があると考える。ひとかかえもある濡球形を呈した門機で

あれば，なおさらその可能性は高く，人の手によって意図

的に持ち込まれたものであるならば，遺物として認定しで

も問題ないと考える。

一方，穴太遺跡については，その周辺の遺跡も含めて，

筆者は発掘調査を実施した経験はない。したがって，同様
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の経験期的な意見を述べることはできないが，この点につ

いては，調査担当者などに意見を求めるなど，今後の課題

としたい。

以上をまとめると，六反田遺跡と穴太遺跡で出土した，

「磨石jとして報告された属球形の円磯2点は，周辺地域

で採取される可能性が低いことから，意図的にその遺跡(集

落)に持ち込まれた遺物として考えられた。しかし，その

法量・重量からすれば，磨石としての用途は考えにくい，

となる。したがって，筆者は，実用品ではない「丸石Jと
するのが妥当ではないか，と考えた次第である。

丸石の性格 では，これまでに遺跡から出土した丸石とは

いったいどのようなものなのか。 A石を論じたものとして，

中沢厚氏の著作が手許にある(中沢1988)。少し古いもの

ではあるが，その中に八ヶ岳山麓を研究フィールドとする

考古学者を交えた座談会を収録した部分がある cr丸石神
と考古学J)。この部分を中心に本論に関係がある筒所を

以下にまとめて，今後にその性格を考える端緒としたい。

①地域・時期 八ヶ岳山麓の縄文時代の遺跡では，球形

に近い磯=丸石が出土することがあり，その時期は縄文時

代前期末と問中期後半~後期初頭である。前者の出土事例

は少ない。後者の出土事例は多く，その分布の中心は山梨

県にあり，土器型式でいう曽手11式文化習になる。この地域

では，民俗事例として現在でも丸石を把っているところが

多い。

②素材・出土状況丸石は，民俗事例を参考にすれば，

自然のものを採取しているようで，材質は多様である。石

棒や立石とセットで出土することが多いことから，祭認に

関わる遺物ではないかと考えられている。縄文時代前期末

の事例は住居外で出土し，縄文時代中期後半以降の事例は

住居内で出土することから，安置場所が時期ごとに異なる

ようである。

これら 2つの特徴を，滋賀県出土の2例に当てはめて考

えてみたい。①の時期については，縄文時代前期末と問中

期後半~後期初頭という 2時期のうち，六反田遺跡例の縄

文時代中期末~後期官官葉が後者にほぼ近い時期であるが，

穴太遺跡例の縄文時代後期後葉はこれらに当てはまらな

②の素材については，まず，石材の選択は厳密ではない

ことがわかる。これは，滋賀県の2例の石材が同一ではな

いことに通じる。さらに，自然磯を採取していること，す

なわち，球形という形状は人工的に手を加えた結果ではな

い，ということもわかる。山梨県の地質学に明るくはない

ので，そのような球形の磯がどれほどの頻度で採取できる

のかは知らない。しかし，中沢氏の著作を読む眼りは， }f[ 

原や土中から採取された多数の丸石が現在も和られている

ようである。滋賀県の2例についても，表面の潜り面が人

工的かどうか，改めて検討を行う必要があると考える。本

稿を記すにあたってこれら 2点の石器を実見していないの



滋賀県出土の「丸石j研究ノート(小島孝修)

で，この点についても今後の課題としたい。

②の出土状況については，穴太遺跡例が配石遺構から出

土しているものの，それはあくまで配石の一部であり，和

られている状祝ではないと考える。六反田遺跡例は，後世

に堆積した河川跡から出土していることから，出土状況の

検討はできない。

5. まとめ

前章までの検討から，滋賀来内出土の「丸石jと考えら

れる石器について，次のことを指摘したい。

①形状が八ヶ岳山麓の遺跡から出土するものと酷似する

ことから， I丸石Jである可能性がある。とくに六反町遺
跡例は，東日本からの影響を強く受ける縄文時代中期末の

所産である可能性があり，何らかの関係性も想定される。

②これらがどこからもたらされたのかは不明だが，少な

くとも六反田遺跡については，近接地域ではないと思われ

る。あるいは直線距離にして約140~ 170km離れた八ヶ岳

山麓から搬入された可能性も想定される。

③八ヶ岳山麓では祭記遺物とされているが，滋賀県の事

例は，現状の出土状況では判断しがたい。

以上，雑駁に論を進めてきた。不十分ではあるものの，

研究ノートということでご寛恕顧いたい。
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